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概
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1
.協
議
会
が
目
指
す
地
域
公
共
交
通
の
姿
（
P
la
n
）

2

■
地

域
の

特
性

と
背

景
〇

本
市

は
、

市
域

の
約

９
２

％
が

⼭
林

で
、

沿
岸

部
に

は
変

化
に

富
ん

だ
リ

ア
ス

式
海

岸
が

形
成

さ
れ

る
な

ど
、

豊
か

な
⾃

然
環

境
に

恵
ま

れ
て

い
る

一
方

、
市

街
地

周
辺

部
に

は
１

０
ヶ

所
の

集
落

が
点

在
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

に
お

い
て

過
疎

⾼
齢

化
が

進
⾏

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
各

地
域

の
公

共
交

通
を

い
か

に
し

て
結

ぶ
か

が
重

要
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

■
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

の
目

標
及

び
期

間
〇

目
標

「
人

口
減

少
時

代
に

も
持

続
可

能
な

公
共

交
通

を
確

保
し

、
定

住
促

進
・

地
域

の
活

性
化

を
目

指
す

」
〇

期
間

平
成
2
3
年

度
 

平
成
3
3
年

度

■
公

共
交

通
の

将
来

像
〇

基
本

方
針

①
地

域
ご

と
の

特
性

に
応

じ
た

公
共

交
通

網
の

形
成

と
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

②
ま

ち
づ

く
り

と
連

携
し

た
総

合
的

な
地

域
公

共
交

通
の

確
保

〇
公

共
交

通
網

⾒
直

し
の

方
向

性
・

地
域

住
⺠

懇
談

会
等

で
の

意
⾒

を
踏

ま
え

、
現

⾏
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

基
本

に
、

ル
ー

ト
、

ダ
イ

ヤ
を

⾒
直

す
。

・
集

落
⽀

援
員

の
活

⽤
な

ど
、

地
域

主
体

の
取

り
組

み
な

ど
と

の
連

携
を

図
る

。



2
.目
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
具
体
的
取
組
み
内
容

（
D
o
）

3

■
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
⾏

う
事

業
・

実
施

主
体

【
補

助
対

象
事

業
】

・
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事

業
〇

尾
鷲

⻑
島

線
・

島
勝

線
・

南
紀

特
急

松
阪

線
（

地
域

間
幹

線
）

の
運

⾏
【

三
重

交
通

】
〇

ふ
れ

あ
い

バ
ス

（
フ

ィ
ー

ダ
ー

）
の

運
⾏

【
平

成
1
8
年

よ
り

継
続

、
尾

鷲
市

】
・

そ
の

他
補

助
事

業
な

し

【
非

補
助

事
業

】
〇

ふ
れ

あ
い

バ
ス

の
ル

ー
ト

・
ダ

イ
ヤ

の
一

部
変

更
（

平
成
3
0
年
4
⽉
1
⽇

実
施

）
【

尾
鷲

市
】

〇
毎

年
、

バ
ス

⾞
内

、


留
所

に
お

い
て

利
⽤

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
【

尾
鷲

市
】

〇
ふ

れ
あ

い
バ

ス
須

賀
利

地
区

と
三

重
交

通
島

勝
線

と
の

乗
継

割
引

（
6
0
0
円

に
平

準
化

）
【

尾
鷲

市
】

〇
地

元
ス

ー
パ

ー
と

の
協

賛
事

業
（
2
,0
0
0
円

以
上

の
買

い
物

で
2
0
0
円

の
ふ

れ
あ

い
バ

ス
割

引
券

を
配

布
）

【
事

業
者

】
〇

Ｊ
Ｒ

紀
勢

本
線

の
利

⽤
促

進
【

南
紀

・
東

紀
州

交
通

対
策

委
員

会
】

〇
尾

鷲
駅

前
広

場
ロ

ー
タ

リ
ー

の
⾞


線

整
備

【
平

成
2
3
年

度
、

尾
鷲

市
、

交
通

事
業

者
】

〇
免

許
返

納
に

よ
る

ふ
れ

あ
い

バ
ス

運
賃

半
額

制
度

の
実

施
【

平
成
3
0
年

度
、

尾
鷲

市
、

交
通

事
業

者
、

警
察

】



4
2
.目
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
具
体
的
取
組
み
内
容

（
D
o
）

ふ
れ

あ
い

バ
ス

免
許

返
納

割
引

制
度

の
実

施
平

成
30

年
4⽉

1⽇
 

尾
鷲

駅
前

広
場

ロ
ー

タ
リ

ー
の

⾞


線
整

備
平

成
30

年
2⽉

16
⽇

 

運
転

免
許

証
の

⾃
主

返
納

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
公

共
交

通
の

利
⽤

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

社
会

問
題

化
し

て
い

る
⾼

齢
者

の
⾃


⾞

事
故

の
軽

減
が

図
れ

る
こ

と
に

寄
与

し
た

こ
と

と
考

え
ら

れ
る

。

交
通

の
結

節
点

で
あ

る
Ｊ

Ｒ
紀

勢
線

尾
鷲

駅
前

広
場

を
整

備
し

、
ふ

れ
あ

い
バ

ス
⼋

⻤
⼭

線
、

ハ
ラ

ソ
線

及
び

尾
鷲

地
区

を
Ｊ

Ｒ
尾

鷲
駅

へ
接

続
し

た
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

更
に

広
範

囲
へ

の
移


が

可
能

と
な

り
、

交
通

利
便

性
の

向
上

を
図

っ
た

。



■
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

掲
げ

ら
れ

た
目

標
値

に
つ

い
て

の
評

価
〇

バ
ス

利
⽤

者
に

対
す

る
満

⾜
度

調
査

（
過

去
増

加
率

を
元

に
設

定
）

〇
地

区
セ

ン
タ

ー
管

内
か

ら
尾

鷲
⾼

校
へ

の
通

学
確

保
（

平
成
3
0
年
4
⽉

に
聞

取
り

調
査

を
実

施
）

※
上

記
評

価
に

つ
い

て
、
1
2
⽉
2
5
⽇

の
尾

鷲
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

に
て

協
議

し
た

。

5
3
.計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
指
標
と
そ
の
結
果

（
C
h
e
c
k
）

目
標
値

実
績
値

達
成
状
況

考
察
及
び
今
後
の
方
針

⼋
⻤
⼭
線

0
.7
7

0
.0
2

未
達

成
平

成
2
3
年
1
0
⽉
1
⽇

の
ダ

イ
ヤ

改
正

か
ら

間
も

な
い

時
期

で
の

調
査

で
あ

っ
た

た
め

、
新

ダ
イ

ヤ
に

生
活

リ
ズ

ム
が

馴
染

ん
で

い
な

か
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
継

続
し

、


向
を

注
視

す
る

。

ハ
ラ
ソ
線

0
.3
1

0
.2
8

未
達

成
平

成
2
3
年
1
0
⽉
1
⽇

の
ダ

イ
ヤ

改
正

か
ら

間
も

な
い

時
期

で
の

調
査

で
あ

っ
た

た
め

、
新

ダ
イ

ヤ
に

生
活

リ
ズ

ム
が

馴
染

ん
で

い
な

か
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
継

続
し

、


向
を

注
視

す
る

。

尾
鷲
地
区

0
.3
1

0
.5
7

未
達

成
平

成
2
3
年
1
0
⽉
1
⽇

の
ダ

イ
ヤ

改
正

か
ら

間
も

な
い

時
期

で
の

調
査

で
あ

っ
た

た
め

、
新

ダ
イ

ヤ
に

生
活

リ
ズ

ム
が

馴
染

ん
で

い
な

か
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
継

続
し

、


向
を

注
視

す
る

。

須
賀
利
地
区

0
.8
6

1
.8
6

達
成

朝
の

１
便

に
つ

い
て

路
線

の
延

⻑
を

⾏
っ

た
結

果
、

満
⾜

度
が

上
昇

。
目

標
値

を
上

回
っ

て
お

り
、

継
続

し
て

満
⾜

度
の

維
持

を
図

っ
て

い
く

。

満
足
+
2
、
概
ね
満
足
+
1
、
普
通
0
、
や
や
不
満
-1
、
不
満
-2
の
平
均
値

目
標
値

実
績
値

達
成
状
況

考
察
及
び
今
後
の
方
針

割
合

5
0
％

4
7
8

未
達

成
1
7
人

中
8
人

が
バ

ス
を

利
⽤

し
て

通
学

し
て

い
る

た
め

、
引

き
続

き
通

学
⼿

段
の

確
保

を
⾏

っ
て

い
く

と
と

も
に

、
利

⽤
者

の
増

加
に

つ
な

げ
て

い
く

。



4
.自
己
評
価
か
ら
得
ら
れ
た
課
題
と
対
応
方
針

（
A
c
t
）

6

①
目

標
の

達
成

状
況

に
関

す
る

課
題

●
目

標
（

評
価

指
標

及
び

基
準

）
の

妥
当

性
に

関
す

る
課

題
●

事
業

実
施

の
あ

り
方

に
関

す
る

課
題

●
事

業
実

施
効

果
を

⾼
め

る
施

策
に

関
す

る
課

題

②
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

関
す

る
課

題
●

地
域

ご
と

の
住

⺠
要

望
へ

の
対

応
⼋

⻤
⼭

線
 

ふ
れ

あ
い

バ
ス

の
ダ

イ
ヤ

調
整

、
尾

鷲
駅

接
続

ハ
ラ

ソ
線

 
賀

田
中

奥
、

名
柄

地
区

へ
の

延
伸

ふ
れ

あ
い

バ
ス

の
ダ

イ
ヤ

調
整

、
尾

鷲
駅

接
続

尾
鷲

地
区

 
交

通
不

便
地

域
へ

の
対

応
須

賀
利

地
区

 
尾

鷲
直

通
便

、
島

勝
で

の
待

機
時

間
延

⻑
●

Ｊ
Ｒ

尾
鷲

駅
へ

の
⼋

⻤
⼭

線
、

ハ
ラ

ソ
線

の
乗

り
⼊

れ
と

ダ
イ

ヤ
調

整
（

特
急

連
絡

等
）

③
公

共
交

通
の

維
持

に
関

す
る

課
題

●
集

落
⽀

援
員

活
⽤

の
検

討
（

九
⻤

地
区

ほ
か

で
検

討
中

）
●

ふ
れ

あ
い

バ
ス

須
賀

利
地

区
と

三
重

交
通

島
勝

線
と

の
調

整

②
に

つ
い

て
は

、
住

⺠
等

と
の

協
議

を
経

て
、

平
成
2
3
年

1
0
⽉
1
⽇

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
て

一
定

の
対

応
を

⾏
っ

た
。

今
後

も
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
検

討
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

③
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

●
集

落
⽀

援
員

に
つ

い
て

は
、

九
⻤

地
区

ほ
か

、
各

地
区

へ
の

導
⼊

が
進

ん
で

お
り

、
移


⽀

援
の

取
り

組
み

を
具

体
的

に
検

討
し

て
い

る
。

●
三

重
交

通
島

勝
線

に
つ

い
て

は
、

三
重

県
が

主
催

す
る

路
線

検
討

会
議

に
参

加
し

、
乗

⾞
人

員
の

増
加

を
目

的
と

し
た

取
り

組
み

を
検

討
し

て
い

く
。

①
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

②
、

③
の

実
現

を
踏

ま
え

て
対

応
。

①
目

標
の

達
成

状
況

に
関

す
る

課
題

●
目

標
（

評
価

指
標

及
び

基
準

）
の

妥
当

性
に

関
す

る
課

題
●

事
業

実
施

の
あ

り
方

に
関

す
る

課
題

●
事

業
実

施
効

果
を

⾼
め

る
施

策
に

関
す

る
課

題

②
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

関
す

る
課

題
●

地
域

ご
と

の
住

⺠
要

望
へ

の
対

応
⼋

⻤
⼭

線
 

ふ
れ

あ
い

バ
ス

の
ダ

イ
ヤ

調
整

、
尾

鷲
駅

接
続

ハ
ラ

ソ
線

 
賀

田
中

奥
、

名
柄

地
区

へ
の

延
伸

ふ
れ

あ
い

バ
ス

の
ダ

イ
ヤ

調
整

、
尾

鷲
駅

接
続

尾
鷲

地
区

 
交

通
不

便
地

域
へ

の
対

応
須

賀
利

地
区

 
尾

鷲
直

通
便

、
島

勝
で

の
待

機
時

間
延

⻑
●

Ｊ
Ｒ

尾
鷲

駅
へ

の
⼋

⻤
⼭

線
、

ハ
ラ

ソ
線

の
乗

り
⼊

れ
と

ダ
イ

ヤ
調

整
（

特
急

連
絡

等
）

③
公

共
交

通
の

維
持

に
関

す
る

課
題

●
集

落
⽀

援
員

活
⽤

の
検

討
（

九
⻤

地
区

ほ
か

で
検

討
中

）
●

ふ
れ

あ
い

バ
ス

須
賀

利
地

区
と

三
重

交
通

島
勝

線
と

の
調

整



尾
鷲

市
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会

平
成

２
０

年
５

⽉
２

８
⽇

設
置

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
平

成
２

９
年

５
⽉

３
１

⽇
確

保
維

持
計

画
策

定

7

平
成
3
0
年

度
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
に

関
す

る
⾃

⼰
評

価
概

要
（

経
緯

）

中
部

様
式

2



1
.直
近
の
第
三
者
評
価
の
活
用
・
対
応
状
況

8

直
近
の
第
三
者
評
価
委
員
会

に
お
け
る
事
業
評
価
結
果

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

（
具
体
的
対
応
内
容
）

今
後
の
対
応
方
針

持
続

可
能

な
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

た
め

、
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

に
基

づ
き

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
再

編
を

実
施

し
た

こ
と

は
評

価
す

る
。

持
続

可
能

な
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

向
け

、
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
く

。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

再
編

後
の

各
路

線
ご

と
に

利
⽤

状
況

の
要

因
分

析
を

⾏
い

、
今

後
の

改
善

に
つ

な
が

る
取

組
が

実
施

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

利
⽤

者
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

て
い

る
。

よ
り

利
便

性
の

⾼
い

バ
ス

路
線

と
な

る
よ

う
、

改
善

に
向

け
取

り
組

ん
で

い
く

。

市
内

を
運

⾏
す

る
地

域
間

幹
線

系
統

の
中

に
は

輸
送

量
が

低
い

も
の

が
あ

り
、

こ
れ

に
対

応
し

た
取

組
が

早
急

か
つ

効
果

的
に

実
施

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

平
成
2
7
年

度
よ

り
、

乗
継

運
賃

補
助

を
継

続
実

施
し

て
い

る
。

今
後

も
実

施
予

定
。



2
.ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

3

〇
尾

鷲
駅

前
広

場
ロ

ー
タ

リ
ー

の
⾞


線

整
備

平
成

30
年

2⽉
16

⽇
 

交
通

の
結

節
点

で
あ

る
Ｊ

Ｒ
紀

勢
線

尾
鷲

駅
前

広
場

を
整

備
し

、
ふ

れ
あ

い
バ

ス
⼋

⻤
⼭

線
、

ハ
ラ

ソ
線

及
び

尾
鷲

地
区

を
Ｊ

Ｒ
尾

鷲
駅

へ
接

続
し

た
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

更
に

広
範

囲
へ

の
移


が

可
能

と
な

り
、

交
通

利
便

性
の

向
上

を
図

っ
た

。

整
備

前
整

備
後



1
0

⾞


線
、

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
の


⾞

位
置

の
明

⽰
に

よ
る

交
通

整
理

性
の

向
上

駅
舎

軒
下

へ
の

ベ
ン

チ
設

置
に

よ
る

待
合

利
便

性
の

向
上

歩
⾏

者


線
の

確
保

に
よ

る
安

全
性

の
向

上
駅

利
⽤

者
・

観
光

者
⽤

駐
⾞

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
に

よ
る

利
便

性
・

集
客

性
の

向
上

2
.ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

〇
整

備
内

容
及

び
向

上
点



（
別
添
１
）

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：

尾
鷲
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

③
前
回
（
又
䛿
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

【
補
助
対
象
と
な
る
事
業
者
名

等
の
名
称
を
記
載
】

【
系
統
名
・
航
路
名
・
設
備
名
、
運

行
（
航
）
区
間
、
整
備
内
容
等
を
記

載
（
陸
上
交
通
に
係
る
確
保
維
持

事
業
に
お
い
て
、
車
両
減
価
償
却

費
等
及
び
公
有
民
営
方
式
車
両
購

入
費
に
係
る
国
庫
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
、
離
島
航
路
に

係
る
確
保
維
持
事
業
に
お
い
て
離

島
航
路
構
造
改
革
補
助
（
調
査
検

討
の
経
費
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
る

場
合
䛿
、
そ
の
旨
記
載
）
】

【
事
業
評
価
の
評
価
対
象
期
間
に

お
い
て
、
前
回
の
事
業
評
価
結
果

を
ど
の
よ
う
に
生
活
交
通
確
保
維

持
改
善
計
画
に
反
映
さ
せ
た
上
で

事
業
を
実
施
し
た
か
を
記
載
】

A ・ B ・ C 評 価

【
計
画
に
基
づ
く
事
業
が
適
切

に
実
施
さ
れ
た
か
を
記
載
。
計

画
ど
お
り
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
に
䛿
、
理
由
等
記
載
】

A ・ B ・ C 評 価

【
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
定

量
的
な
目
標
・
効
果
が
達
成
さ

れ
た
か
を
、
目
標
ご
と
に
記

載
。
目
標
・
効
果
が
達
成
で
き

な
か
っ
た
場
合
に
䛿
、
理
由
等

を
分
析
の
上
記
載
】

【
事
業
の
今
後
の
改
善
点
及
び
よ
り

適
切
な
目
標
を
記
載
。
改
善
策
䛿
、

事
業
者
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
広
く
記

載
。
特
に
、
評
価
結
果
を
生
活
交
通

確
保
維
持
改
善
計
画
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
る
か
（
方
向
性
又
䛿
具

体
的
な
内
容
）
を
必
ず
記
載
す
る
こ

と
。
】

※
な
お
、
当
該
年
度
で
事
業
が
完

了
し
た
場
合
䛿
そ
の
旨
記
載

　
運
行
計
画
日
数
を
計
画
ど
お

り
運
行
し
、
事
業
䛿
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

Ａ
Ｂ

　
引
き
続
き
、
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
聞
き
取
り
調
査
等
を
行
い
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

三
重
交
通

尾
鷲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
八
鬼
山

線 尾
鷲
駅
～
三
木
浦
～
三
木
里
駅
前

尾
鷲
駅
～
三
木
浦
～
小
脇

尾
鷲
駅
～
九
鬼
駅
～
コ
ノ
ワ

Ａ

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
聞
き
取
り

調
査
）
に
お
い
て
、
満
足
度
調

査
を
行
い
（
0
を
基
準
と
し
最
大

値
＋
2
、
最
小
値
-
2
）
、
目
標
の

0
.7
7
に
対
し
て
0
.0
2
で
、
未
達
成

と
な
っ
た
。

　
平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
の
ダ
イ

ヤ
改
正
か
ら
間
も
な
い
時
期
で

の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
新
ダ

イ
ヤ
に
生
活
リ
ズ
ム
が
馴
染
ん

で
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
継
続
し
、
動
向
を
注
視
す
る
。

　
利
便
性
の
更
な
る
向
上
、
利
用
状

況
の
要
因
分
析
の
た
め
、
利
用
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
継
続

実
施
し
た
。

　
ま
た
、
尾
鷲
駅
前
広
場
を
整
備

し
、
Ｊ
Ｒ
尾
鷲
駅
に
フ
ィ
ー
ダ
ー
３
路

線
を
接
続
し
た
。

　
利
便
性
の
更
な
る
向
上
、
利
用
状

況
の
要
因
分
析
の
た
め
、
利
用
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
継
続

実
施
し
た
。

　
ま
た
、
尾
鷲
駅
前
広
場
を
整
備

し
、
Ｊ
Ｒ
尾
鷲
駅
に
フ
ィ
ー
ダ
ー
３
路

線
を
接
続
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
聞
き
取
り

調
査
）
に
お
い
て
、
満
足
度
調

査
を
行
い
（
0
を
基
準
と
し
最
大

値
＋
2
、
最
小
値
-
2
）
、
目
標
の

0
.9
1
に
対
し
て
0
.2
8
で
、
未
達
成

と
な
っ
た
。

　
平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
の
ダ
イ

ヤ
改
正
か
ら
間
も
な
い
時
期
で

の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
新
ダ

イ
ヤ
に
生
活
リ
ズ
ム
が
馴
染
ん

で
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
継
続
し
、
動
向
を
注
視
す
る
。

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

　
運
行
計
画
日
数
を
計
画
ど
お

り
運
行
し
、
事
業
䛿
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

④
事
業
実
施
の
適
切
性

Ｂ

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

　
引
き
続
き
、
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
聞
き
取
り
調
査
等
を
行
い
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

三
重
交
通

尾
鷲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ハ
ラ
ソ

線 尾
鷲
駅
～
三
木
里
駅
前
～
梶
賀



Ａ
Ａ

　
引
き
続
き
、
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
聞
き
取
り
調
査
等
を
行
い
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

尾
鷲
市

尾
鷲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
須
賀
利

地
区

旧
小
学
校
前
～
漁
協
前
～
島
勝

旧
小
学
校
前
～
漁
協
前
～
尾
鷲
総

合
病
院

　
運
行
計
画
日
数
を
計
画
ど
お

り
運
行
し
、
事
業
䛿
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

　
利
便
性
の
更
な
る
向
上
、
利
用
状

況
の
要
因
分
析
の
た
め
、
利
用
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
継
続

実
施
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
間
幹
線
で
あ
る
島
勝

線
の
輸
送
量
増
加
策
の
一
環
と
し

て
、
乗
継
運
賃
補
助
を
継
続
実
施

し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
聞
き
取
り

調
査
）
に
お
い
て
、
満
足
度
調

査
を
行
い
（
0
を
基
準
と
し
最
大

値
＋
2
、
最
小
値
-
2
）
、
目
標
の

0
.8
6
に
対
し
て
1
.8
6
で
、
目
標
を

達
成
し
た
。

　
朝
の
１
便
に
つ
い
て
路
線
の

延
長
を
行
っ
た
結
果
、
満
足
度

が
上
昇
。
目
標
値
を
上
回
っ
て

お
り
、
継
続
し
て
満
足
度
の
維

持
を
図
っ
て
い
く
。

尾
鷲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
尾
鷲
地

区 尾
鷲
駅
～
天
満
堤
防
～
紀
伊
松
本

尾
鷲
駅
～
天
満
堤
防
・
夢
古
道
お

わ
せ
前
～
紀
伊
松
本

尾
鷲
駅
～
夢
古
道
お
わ
せ
前
～
紀

伊
松
本

尾
鷲
駅
～
光
ヶ
丘
～
尾
鷲
駅

Ａ
　
運
行
計
画
日
数
を
計
画
ど
お

り
運
行
し
、
事
業
䛿
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

Ｂ
　
引
き
続
き
、
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
聞
き
取
り
調
査
等
を
行
い
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

　
利
便
性
の
更
な
る
向
上
、
利
用
状

況
の
要
因
分
析
の
た
め
、
利
用
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
継
続

実
施
し
た
。

　
ま
た
、
尾
鷲
駅
前
広
場
を
整
備

し
、
Ｊ
Ｒ
尾
鷲
駅
に
フ
ィ
ー
ダ
ー
３
路

線
を
接
続
し
た
。

尾
鷲
市

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
聞
き
取
り

調
査
）
に
お
い
て
、
満
足
度
調

査
を
行
い
（
0
を
基
準
と
し
最
大

値
＋
2
、
最
小
値
-
2
）
、
目
標
の

0
.9
1
に
対
し
て
0
.5
7
で
、
未
達
成

と
な
っ
た
。

　
平
成
2
9
年
1
0
月
1
日
の
ダ
イ

ヤ
改
正
か
ら
間
も
な
い
時
期
で

の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
新
ダ

イ
ヤ
に
生
活
リ
ズ
ム
が
馴
染
ん

で
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
継
続
し
、
動
向
を
注
視
す
る
。



（
別
添
１
－
２
）

地
域
の
交
通
の
目
指
す
姿

（
事
業
実
施
の
目
的
・
必
要
性
）

事
業
実
施
と
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
と
の
関
連
に
つ
い
て

評
価
対
象
事
業
名
：

協
議
会
名
：

尾
鷲
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

　
本
市
䛿
、
市
域
の
約
９
２
％
が
山
林
で
、
沿
岸
部
に
䛿
変
化
に
富
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

方
、
市
街
地
周
辺
部
に
䛿
１
０
ヶ
所
の
集
落
が
点
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
過
疎
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
各
地
域
の

公
共
交
通
を
い
か
に
し
て
結
ぶ
か
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
の
公
共
交
通
機
関
䛿
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
䛿
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
、
路
線
バ
ス
䛿
｢尾
鷲
長
島
線
｣、

｢島
勝
線
｣、
｢ふ
れ
あ
い
バ
ス
尾
鷲
地
区
｣、
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
須
賀
利
地
区
」
、
｢ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
ラ
ソ
線
｣、
｢ふ
れ
あ
い
バ
ス
八
鬼
山
線
｣と
、
都
市
等

を
結
ぶ
長
距
離
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
等
の
理
由
に
よ
り
、
本
市
の
高
齢
化
率
䛿
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
通
勤
や
通
学
で
利
用
す
る
人
口
も
減
少
を
続
け
、
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
確
保
し
て
い
く
た
め
に
䛿
よ
り
多
く
の
市
民
が
公
共
交
通
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
公
共
交
通
の

利
用
促
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
活
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


